
　

舗
装
・
土
木
工
事
を
中
心
に

最
新
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
各
種
施
工
を
進
め
て
い
る

日
伸
建
設
工
業
㈱
（
杵
築
市
、

大
庭
浩
司
社
長
）
は
先
に
、
杵

築
市
山
香
町
の
県
道
24
号
日
出

し
い
機
械
の
説
明
も
行
っ
た
。

　

そ
の
後
は
現
場
に
設
置
さ
れ

た
大
型
モ
ニ
タ
ー
で
、
日
出
山

香
線
の
３
Ｄ
デ
ー
タ
や
、
Ｍ
Ｃ

に
よ
る
施
工
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど

を
説
明
。
続
け
て
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
応
用
加
工
製
品
の
製
造
・
販

売
を
手
掛
け
る
ニ
チ
レ
キ
㈱
の

落
海
章
大
分
営
業
所
長
が
、
路

上
路
盤
再
生
工
法
の
Ｃ
Ａ
Ｅ
工

法
（
既
設
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合

物
と
既
設
路
盤
材
の
一
部
に
セ

メ
ン
ト
お
よ
び
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

乳
剤
を
混
合
し
、
現
位
置
で
新

し
い
路
盤
を
構
築
す
る
工
法

で
、
現
行
の
打
ち
換
え
工
法
と

比
較
し
て
廃
材
発
生
量
減
、
コ

ス
ト
減
、
構
造
強
化
が
で
き

る
）
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

参
加
者
は
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
ー

の
車
載
モ
ニ
タ
ー
で
、
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
の
転
圧
回
数
に
よ
り
画

面
の
色
が
変
わ
る
様
子
や
、
路

面
の
転
圧
温
度
結
果
が
表
示
さ

れ
る
様
子
、
転
圧
不
足
や
過
転

圧
の
防
止
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
よ

り
確
実
に
管
理
さ
れ
る
様
子
を

見
学
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
実
情

に
つ
い
て
知
識
を
深
め
た
。

�

（
佐
藤
万
実
）

山
香
線
で
施
工
中
の
「
令
和
５

年
度
防
安
地
舗
別
第
１
―
２
号

舗
装
補
修
工
事
」
現
場
で
、
３

次
元
デ
ー
タ
を
用
い
た
マ
シ
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

施
工
現
場
見
学
会
を
開
い
た
。

　

県
、
別
府
土
木
事
務
所
、
近

隣
各
市
の
土
木
担
当
者
な
ど
約

20
人
が
参
加
。
初
め
に
細
川
隆

文
主
任
技
術
者
と
大
庭
由
里
衣

現
場
代
理
人
が
現
場
の
工
事
進

捗
状
況
を
報
告
、
ま
た
工
務
部

の
中
野
嘉
則
課
長
補
佐
が
使
用

し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
に
つ
い

て
説
明
を
行
っ
た
。

　

現
地
で
実
際
に
施
工
を
す
る

中
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
説
明
、
路

上
路
盤
再
生
工
法
な
ど
の
説
明

を
行
い
、
参
加
者
ら
は
質
疑
応

答
な
ど
を
重
ね
そ
の
メ
リ
ッ
ト

を
肌
で
感
じ
た
。

　

現
場
で
は
、
Ｌ
＝
１
１
２

㍍
、
Ｗ
＝
３
・
５
㍍
の
区
間
を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
で
舗
装
し
、
自
動

追
尾
型
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｔ
Ｓ
）
を
用
い
た
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
ー
の
マ

シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム

（
Ｍ
Ｃ
）
や
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
（
Ｇ

Ｐ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
、
人
工
衛
星
で

位
置
を
把
握
す
る
機
器
）
を
用

い
た
タ
イ
ヤ
ロ
ー
ラ
ー
の
転
圧

管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
見
学
し

た
。
機
器
は
汎
用
の
機
械
に
後

付
け
す
る
も
の
で
、
技
術
協
力

し
た
㈱
シ
ョ
ー
ジ
の
社
員
が
詳

アスファルトを転圧する工程を見学

大分建設新聞社
2023年11月16日掲載

日伸建設工業が見学会

ICT舗装の知識深める


